
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

７月号 

大津市立志賀北幼稚園 地域通信   園長 髙山 恵美子  

TEL 077-592-1178  Mail otsu2734@city.otsu.lg.jp 

 し が き た 

脅威的に早い梅雨明けとなり、暑さ・熱中症対策を

しながらの園生活となりました。気温の上昇に合わせ

て楽しくなるのはプール遊びです。冷たい水に「キャ

ー！」と歓声が上がります。これから厳しい暑さに活

動の制限なども予想されますが、家庭と連携しながら

子どもの健康・安全を守っていきたい（子ども自身が守ろ

うとする力の育成も含めて）と思います。少しの油断が命に

関わると気を引き締め、基本的なこと（生活リズム・習慣

等）から引き続きよろしくお願いいたします。 

 

子どものからだ・そだち 
本園教育目標一つ目は、「しなやかでたくましいか

らだをもつ子」の育成です。幼稚園教育要領「幼児期

の終わりまでに育ってほしい 10 の姿」の一つ目も「健

康な心と体」です。子どもの体や体力は、あらゆる活

動の基本となり、物事に取り組む意欲や気力などの精

神面の充実にも深く関わっています。体の健康は心の

健康とつながっているのです。 

子どもの体力の現状や体力低下の背景などをみて

いると便利になり仕方ないか…と思うこともありま

すが、それで済ましてはいけない！今できること、今

しかできないことを保護者と共有し、家庭と共に取り

組んでいきたい！とPTAさんと共催で参観&子育て講

座の機会をもちました。 

参観をして何よりも感じたのは、おうちの方と一緒

に体を動かして遊ぶ時の子どもたちの嬉しそうで満

足げな顔。おうちの方もニコニコ😊それだけで値打ち

ありです！ 

講師には地域で活動されている BSC（びわこスポーツク

ラブ）の長屋さんやスポ大生、松本先生（作業療法士）が来

てくださいました。手つなぎしっぽ取りなど家庭でで

きる運動遊びの紹介や子どもロコモ、感覚のピラミッ

ドの話（感覚統合）について教えてくださり、大人も

新しいことを知る・学ぶ楽しさを感じる機会となりま

した。 

感覚統合の話では、基礎となる感覚（前庭覚、固有受容

覚、触覚）を積み上げていくことが高次の発達（学習能力や

集中力、自己肯定感など）につながるということ、その積み

上げを「楽しく」行うことが大切ということでした。

毎日の生活の中で、親子で、家族で、園で「楽しい」

「できた」をたくさん共有していきたいと思います。 

近くでみつけたオタマジャクシやカエルが壁面を飾っています。一人ひとり

違う、それぞれの表現が何ともステキです。 

バケツたんぼの苗が

生長してきました！

今は水を抜いて中干

し中です。 

ボ ー ル を

落 と さ な

い よ う に

運びます。

一 緒 に す

る の が 楽

しいね。 

土粘土や新聞粘

土も楽しんでい

ます。ひんやり

冷たい感触、指

先や足、全身を

使ってこねた

り、まるめたり、

つまんだり、引

っ張ったり…感

覚がたくさん刺

激されます。 

水は冷たいけど心地よい！ワニ歩きで水と仲良しになったよ。プール開きに

は水の妖精が登場しました。「今日も妖精来てくれるかな…」ですって(笑) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然エネルギーを体験したよ！（5歳児） 

昨年に引き続きびわこ環境サークルの青木さ

ん、山下さん、渡辺さんがお手製の装置をもって

5種類（風力・水力・温度差・足踏み・人力）の

自然エネルギー実験をさせてくださいました。 

子どもたちは自分がうちわであおいだり、ペダ

ルを漕いだりしたものが動いたりライトがつい

たりしたことに大興奮！「なぜ？」と不思議がっ

たり、「もう 1 回！」とおもしろがったりしてい

ました。 

その様子を保護者の方や木戸小学校浅田校長

先生も見てくださいました。（子どもたちが経験したこ

とをおうちの方や学校の先生が知っているということも値打ち

ありです！） 

気候変動の時代を生きる子どもたちが感じた

「なぜ？」「おもしろい！」の種が、時を経て、よ

りよい地域や社会につながる芽となることを期

待していると話してくださる青木先生たち。そう

いわれると子どもたちの体験が将来にどのよう

につながっていくのか楽しみになりますね♪ 

 

「いるか」と「らいおん」一緒に遊ぼう！ 
5歳児いるか組と比良保育園5歳児らいおん組

が交流をしました。今回の会場は幼稚園、ペアに

なって園内探検したり、園庭で水流しや色水遊

び、石鹸遊びなど自分のしたいことをみつけて遊

びました。いつもは 14人、その日は 33人。いろ

いろな友達の姿に刺激を受け、経験が広がってい

くことを期待します。同じこと・違うことお互い

を知ることがはじめの一歩ですね。（先生たちはより

よい交流となるよう事前・事後に話し合う時間をもっていま

す。）同じ学区で育つ子どもたち。小学校で一緒の

クラスになる友達かもしれません。「また来てね」

と声をかけると「いつ？明日？」との声…さすが

にそんなわけにはいきませんが 2 学期の交流も

楽しみになったようです。大きな声で「ばいばー

い」と手を振っていました。 

 

家庭や地域と共に… 
6 月は木戸・小松小学校の音楽会の取組みを見

せてもらったり、園の協力者会議があったりしま

した。七夕の笹を萬福寺さん（荒川）にわけても

らいにいったりもしました。保護者や地域の方の

声を聞かせていただく中で、『じぶん・ともだち・

ふるさと』を大切にする園運営を一歩前に進めて

いきたいと改めて感じました。一学期も残り少な

くなりました。夏休みも含めて子どもたちが家庭

や地域で安心・安全に過ごせるよう、豊かな体験

ができるよう、引き続きよろしくお願いします。 

協力者会議で参観中の比良保 福永園長先生に駆

け寄る子どもたち。「今度、一緒に遊ぼうね」「よ

ろしくね」…数日後が楽しみになりました。 

 

数日後の交流では、どんなことができるかな…と

友達の姿を見ながら遊ぶ姿がありました。回数を

重ねて様子が変わっていくことも楽しみです。 

ペダルを漕ぐとサボテン人形が踊り出し、LED ライトが点灯します。昨年も

チャレンジした 5歳児は「自分で（点灯させる）！」と張り切ってましたよ。 

笹もらいに行った荒川の萬福寺さんでは、本堂でご住職の山本さんのお話を聞きま

した。500 年の歴史があるとのこと、子どもたちは 5・6 歳、100 倍です（驚） 

「こんな色になったよ！」涼し気なブルーの色水は

パンジーの花をモミモミしてたらできたそうです。 

                   （4歳児） 

いよいよプールデビュー！ 

協力者会議には自治連合

会の会長様をはじめ地域

関係団体の会長・役員様、

校園長先生にお越しいた

だき、今年度の取組みにつ

いてお話し、ご意見やご感

想をいただきました。1 年

かよろしくお願いします。 

未就園児親子活動のお知らせ 


